
 

 

 

 

 

平成２５年８月２７日 

内閣府（防災担当） 

 

平成２５年度「防災の日」総合防災訓練について 

 

  政府として防災組織体制の機能の確認や実効性を検証し、防災対応力の向上を

図るため、９月１日の「防災の日」に以下の訓練を実施する。     

 

１ 「防災の日」政府本部運営訓練 

南海トラフ巨大地震を想定し、内閣総理大臣（調整中）を本部長として

全閣僚に御参加をいただき、緊急災害対策本部の訓練を官邸で行う。 

今年度は、災害対策基本法の改正を踏まえ、災害緊急事態の布告や災害

緊急事態への対処に関する基本的な方針を定めることを実施する。 

 

 （１）地震の想定 

   地震名  平成２５年（２０１３年）南海トラフ地震 

発生日時 ９月１日（日）６時０５分頃 

震源地  静岡県～日向灘 

地震規模 マグニチュード９．１ 

最大震度 ７（静岡県西部、愛知県東部、愛知県西部、三重県中部、

三重県南部、兵庫県淡路島、和歌山県北部、和歌山県

南部、徳島県北部、徳島県南部、香川県西部、愛媛県

東予、愛媛県南予、高知県東部、高知県中部、高知県

西部、宮崎県北部平野部） 

 

（２）訓練の概要 

    別紙１ 

 

２ 「防災の日」現地調査訓練 

首都直下地震を想定した九都県市合同防災訓練の現地会場（千葉県千 

葉市）を内閣総理大臣が視察（調整中）するとともに、防災担当大臣を団

長とする政府調査団を派遣する（別紙２）。 
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＜お問い合わせ先＞   

【「防災の日」政府本部運営訓練に関すること】 

●訓練の内容に関すること 

 内閣府政策統括官（防災担当）付 

地方・訓練担当参事官補佐    須藤  剛 

           同主査   辻   潔 

  TEL 03-3503-9394 (直通) 

●官邸での取材に関すること  

官邸報道室 

  TEL 03-3581-0101 (代表) 

 

【「防災の日」現地調査訓練に関すること】 

●訓練の内容に関すること 

内閣府政策統括官（防災担当）付 

地方・訓練担当参事官補佐    大﨑 弘明 

           同主査   木全 洋太 

TEL 03-3503-9394 (直通) 

●現地会場（千葉県千葉市）での取材に関すること 

千葉市総務局防災対策課  

  TEL 043-245-5636 

   



地震発生

（官邸１階記者会見室）

（官邸１階記者会見室）

第１回緊急災害対策本部会議 （冒頭のみ公開）

被害状況、各省庁の対応状況等の共有
政府調査団の派遣の決定
被災県知事からの被害報告

防災担当大臣会見 （公開）

第1回緊急災害対策本部会議の説明
災害緊急事態の布告の説明

災害緊急事態への対処に関する基本的な方針の決定の説明

臨時の閣議 （非公開）

災害緊急事態への対処に関する基本的な方針の決定（108条）

「防災の日」政府本部運営訓練フローチャート

内閣総理大臣会見 （公開）
（防災担当大臣等立会）

第1回緊急災害対策本部会議の報告
災害緊急事態の布告の報告（105条）

災害緊急事態への対処に関する基本的な方針の決定の報告（108条）
国民への協力の求め（108条の3）

緊急参集チーム協議

（官邸４階大会議室）

訓練上の
実施時刻

8：50
～

8：55

8：55
～

9:00

8：05
～

8：35

総理大臣緊急記者会見

非常災害時における国民への周知（51条の2）

関係閣僚協議

被害情報の把握
今後の対応について検討

臨時の閣議（持ち回り）

災害緊急事態の布告（105条）
緊急災害対策本部設置

（官邸４階大会議室）

8：40
～

8：45

想定

訓練

実施日：平成２５年９月１日
場 所：官邸

別紙１

注：赤囲み部分は、災害対策基本法の改正を踏まえた訓練項目



「防災の日」現地調査訓練予定会場（千葉県千葉市）

９月１日（日）１０：００～１１：３０

主会場

訓練会場位置図（千葉県千葉市）

別紙２

10:00～11:20

○道路啓開・緊急交通路確保訓練

○毒劇物災害対応訓練

○応急救護所開設・運営訓練

○ライフライン施設応急復旧訓練

○救出・救護訓練

○広域医療搬送訓練

11:20～11:30

○閉会式

展示・体験コーナー

防災関係機関

訓練エリア

主会場

海上訓練エリア

（救援物資輸送）

海上訓練エリア

（救出救助）



（参考資料１） 

 

１．総合防災訓練の実績 

 

○ 平成２５年度の訓練は、昭和４６年度の「震災対策通信訓練」開始

以降４２回目。 

 

 

２．訓練参加人員等について 

 

○ 全国における防災週間中（８月３０日～９月５日）の防災訓練参加

人員（概数） 

４７都道府県・・・・・・・・・・・・・・１，８４８千人・日 

（１）防災週間中（９月１日を除く）の参加人員 

４１都道府県・・・・・・・・・・・・・・・・５１７千人・日 

（２）防災の日（９月１日）の参加人員 

４３都道府県・・・・・・・・・・・・・・１，３３１千人・日 

 

出典：消防庁調査結果より 



訓練概要

第３４回九都県市合同防災訓練千葉市会場の概要

１ 九都県市合同防災訓練

首都圏を構成する九都県市（※）では、防災関係機関の連携協力体制の充実・強化と住民一人

ひとりの防災行動力の向上を目指して、防災週間（８月３０日～９月５日）を中心に、合同防災

訓練を実施しています。

九都県市合同防災訓練中央会場は、九都県市の輪番制となっており、34回目となる平成25年

は千葉市が中央会場（幹事都市）の訓練を実施します。

※ 九都県市～埼玉県・千葉県・東京都・神奈川県・横浜市・川崎市・千葉市・さいたま市・相模原市

２ 訓練日時

平成２５年９月１日（日）午前9時３０分から午前１１時３０分までの間

３ 訓練会場

主会場訓練：千葉市蘇我スポーツ公園一帯（千葉市中央区川崎町）

避難所開設運営訓練：指定避難所施設

駅混乱防止対策訓練：ＪＲ千葉駅及びその周辺

海上訓練（救出救助）：千葉港千葉中央埠頭 I 岸壁及び周辺海域

（救援物資輸送）：千葉港千葉出洲埠頭Ｆ岸壁

4 主な訓練内容

九都市合同防災訓練実施大綱に基づき訓練を実施します。

（１）シェイクアウト訓練

（２）初期消火訓練

（３）救出・救助訓練（陸上救助・海難救助・航空救助）

（４）道路啓開・緊急交通路確保訓練

（５）ライフライン応急復旧訓練

（６）広域応援訓練（物資輸送・医療搬送等）

（７）避難所開設運営訓練

（８）駅混乱防止対策訓練

（９）津波対策訓練

(10）多数遺体取扱訓練

5

展示・体験コーナー

会場には、防災関係機関や防災ボランティアなどによる展示・体験コーナーを開設します。

案内図

ＪＦＥ
ＪＦＥ

主会場

▲平成17年・第26回八都県市合同防災訓練

中央会場の状況（蘇我スポーツ公園予定地）

九都県市シンボルマーク

蘇我駅

東京湾

千葉湾

海上訓練エリア

（救出・救助） 海上訓練エリア

（救援物資輸送）

フクダ電子

アリーナ

主会場の状況（航空写真）

未整備

区域

千葉港

JFE

JFE

津波対策

訓練エリア
展示・体験

エリア蘇我

スポーツ

公園

防災関係機関

訓練エリア

CO736655
テキストボックス
（参考資料２）

CO736655
テキストボックス
【出典：千葉市作成資料】
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